ESD電磁界の測定およびシミュレーションに関する研究 by 岸部 智浩
                                 修 士 論 文 の 和 文 要 旨 
 
大学院 電気通信学 研究科  博士前期課程       電子工学 専攻 
氏     名  岸部 智浩 学籍番号 0632015 
論 文 題 目  ESD電磁界の測定およびシミュレーションに関する研究 
 
 要  旨 
 
 
近年、半導体や集積回路、無線通信の発達に伴い、電子機器の性能は飛躍的
に向上している。電子機器に搭載される集積回路や半導体素子の低電圧動作化
や高速化が進んでいる。その一方、搭載される集積回路や半導体素子の電磁ノ
イズに対する耐性は劣化しており、電磁ノイズによる電子機器の誤動作や破壊
といった電磁波障害が大きな問題となっている。このような電磁波障害を引き
起こす電磁ノイズの発生源の１つに静電気放電(Electrostatic 
Discharge:ESD)がある。ESDによる電磁波は、立ち上がりの鋭いパルス状の電
磁波として伝搬し、電子機器に対して電磁波障害を及ぼすことがある。これま
でESDに関する多くの研究がなされているが、ESDの電磁波源としての性質は十
分に解明されていない。 
 
我々の研究室においても金属電極間で発生したESD電磁界に関する多くの研
究がなされており、金属電極を用いたESD電磁界の測定や計算が行われている。
計算には電磁界解析手法の１つであるFDTD法（Finite Difference Time Domain 
method:有限差分時間領域法）が用いられ、電極ギャップ部のESDは、
Rompe-Weizelの火花抵抗則により模擬されていた。しかし、測定電磁界波形と
計算電磁界波形は異なり、測定方法および計算方法について検討する必要があ
る。 
 
そこで、本研究では測定波形の取得方法や計算モデルについて検討した。測
定において、信号処理により求めた階段状の電界波形が傾く問題があった。こ
の問題に対し、信号処理を行う前の波形に対して前処理することで、階段状の
電界波形を求められることが分かった。計算モデルにおいて、これまでは電極
のみを模擬していたが、本研究では電極に加えて電源回路も模擬した。また、
ESD部分の火花抵抗則に用いる電界を係数により補正し、ESD電磁界を計算し
た。 
 
その結果、各印加電圧において測定電磁界波形と計算電磁界波形の特徴およ
び振幅が概ね一致したため、測定方法およびシミュレーションモデルが妥当で
あることを示せた。 
 
